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準グランプリ 受賞

今年で３１回目を迎える「日刊自動車新聞　用品大賞」は、自動車ユーザーに多彩で充実したカーライフを提案すると共に、
自動車用品の販売促進と業界発展に寄与することを目的とし、1987 年よりスタートしたもので、2017 年 4 月から 2018 年
6 月の期間に注目を集めたカー用品を対象に、販売数量だけにとらわれず、商品開発のアイデアや話題性、業界貢献度
など総合的に評価し、カー用品販売店へ実施したアンケート調査の結果を参考に選定するものです。

「ＣＳＤ-７９０ＦＨＧ」は、設計から基板実装、組み立てまで、すべて国内自社工場一貫生産で品質向上を図っている。
同製品は、『２台のカメラで前方・後方を同時に録画できる』ドライブレコーダーとして” あおり運転” 対策に有用。
また、「高速道逆走注意エリア」「事故多発エリア」などドライブ中の注意が必要な場所を警告音と画面表示で行う
「GPSおしらせ機能」を搭載し、ドライブレコーダー以上の役割も果たし、２カメラタイプで日本生産は唯一。修理な
ども対応可能なアフターサービス体制も充実しており、安心・安全を追求するモノづくりへのこだわりを評価。

＜受賞理由＞


